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2023年度 協力研究員名簿
氏　名 所　属　等 課　　題　　名

野崎 健太郎 椙山女学園大学　教育学部・准教授
1. 陸水環境を用いた科学教材の開発と教育実践
2. 無機酸性河川における溶存無機態炭素の重要性
3. 接合藻アオミドロ（Spirogyra）属の形態分類

森 豊彦 人と自然の共生ネット・会長 生態学的手法による地域活性化
岡崎 友輔 京都大学　化学研究所　化学生命科学研究領域・助教 環境ゲノム解析を活用した琵琶湖微生物生態系の研究
陀安 一郎 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・教授 各種安定同位体比を用いた生態系解析
源 利文 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科・教授 環境 DNA を用いた淡水域における生物相モニタリング法の開発とその応用
由水 千景 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・研究員 安定同位体比を用いた水域の物質循環研究
原口 昭 北九州市立大学　国際環境工学部・教授 泥炭形成植物の一次生産機能の解析

今井 一郎 滋賀県立琵琶湖博物館・特別研究員 / 
北海道大学・名誉教授

1. 植物プランクトンの生理・生態・生活環
2. 有害有毒赤潮の発生機構・発生予知・発生予防と駆除
3. アオコの微生物学的防除および発生予防

荒木 希和子 滋賀県立大学　環境科学部・講師 クローン性植物における分子生態学的研究
亀田 佳代子 滋賀県立琵琶湖博物館・上席総括学芸員 生態系における鳥類の機能および鳥類と人との歴史的関わりの解明

髙野 宏平 長野県環境保全研究所・自然環境部・研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県
の希少野生動植物の保全

武田 和也 龍谷大学・農学部・博士研究員 花上微生物叢の時空間変動性の検証
成田 哲也 琵琶湖の底生動物の長期的変遷

宇野 裕美
北海道大学地球環境科学研究院　日本学術振興会　
特別研究員（CPD）、Visiting Scholar, Department of 
Geosciences, Colorado State University

河川生態系の時空間動態

奥田 昇 神戸大学　内海域環境教育研究センター・教授 琵琶湖流域の生物多様性と生態系機能に関する研究
風間 健宏 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科・学術研究員 琵琶湖の植物プランクトンの光合成特性に関する研究
小沢 晴司 宮城大学　事業構想学群・教授 地域景観の魅力再発見と災害からの再生
酒井 章子 香港バプテスト大学社会学部地理学科・准教授 植物の繁殖をめぐる植物―昆虫―微生物相互作用

その他のお知らせ─



博士

HE, Tianmeng
The digesta particle size of Japanese macaques in Yakushima:  
Variation, determinants and its potential inf luence on digestion

（屋久島におけるニホンザルの消化物粒子径：　変動パターン、決定要因および消化への潜在的影響）
DEB, Soumya C e l l  S i z e  r e d u c t i o n  a n d  r e s t o r a t i o n  o f  s e a s o n a l l y  d o m i n a n t  d i a t o m s  i n  L a k e  B i w a               

（琵琶湖において優占する浮遊性珪藻類の細胞サイズの縮小と回復）
蒋 梦琦 C h a n g e s  i n  r e l a t i v e  n i t r o g e n : p h o s p h o r u s  r e q u i r e m e n t s  f o r 　 p h y t o p l a n k t o n 

g r o w t h  w i t h  a b s o l u t e  n u t r i e n t  l e v e l s  a n d  t h e i r  m a c r o m o l e c u l a r  b a s i s
（植物プランクトンの増殖に必要な窒素とリンの相対要求量に対する栄養塩レベルの影響）

修士

景山 拓矢 土壌生物多様性の検出と土壌生物群集の時間動態に関する研究

野口 幹仁 森林地下部における根部共生真菌の分布特性とそれに対する生物的・非生物的要因の影響

服部 美樹 魚排泄アンモニウムイオンの同位体比測定による排泄窒素 14N濃縮仮説の検証

松浦 暖 群集レベルにおける昆虫共生細菌叢の網羅的解析

由井 直生 多様な河川景観内におけるイワナの成長とその要因

小茂尻 真凛 花上微生物叢が種子内微生物叢に与える影響 -野生植物アカメガシワを用いた接種実験による検討 -

センターニュースはバックナンバーを含め、センターホームページ
の以下の URL からご覧いただけます。

https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/newsletter.html#ct3
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新型コロナウィルス関連の各種の規制が解除され、今年度は久しぶ
りに生態学研究センターに所属する数十名の研究者が一同に会する大
学院生の研究計画発表会が開催されました。2日かけて約30名の大学
院生が口頭・ポスター発表を通じて今年度の研究計画をプレゼンし、質
疑応答では熱い議論が交わされました。科学にはface to faceの議論
での熱気が必要だと改めて感じました。

─その他のお知らせ

表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　

編集後記
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生態学や生態学研究センターの研究を紹介するイベントとして、オ
ープンキャンパス 2023 を 3 月 30 日を、ビデオ会議システムを使用
したネット配信と現地開催のハイブリッド形式で開催した。また、理
学研究科生物科学専攻と共同で生物系合同入試説明会を 4 月 22 日に
開催した。

a)　九重の山をピンクに染めるミヤマキリシマ（関亜希子）
b)　シロツメクサの蜜を吸うハナバチ（山尾僚）
c)　久住山に咲くイワカガミとマイヅルソウ（関亜希子）

大学院進学のためのイベント

● 研究員の MARRE, Maxime が2月28日付で退職しました。

● 山尾僚が3月1日付で教授として着任しました。

● 酒井章子教授が3月31日付で退職しました。
● 研究員の柴田あかりが3月31日付で退職しました。
● 研究員の清水華子が4月1日付で特定研究員として採用され

ました。
● 守屋健太・吉田直史が4月1日付で特定研究員として採用され

ました。
● 上田るい・蒋夢奇が4月1日付で研究員として採用されました。

センター員の異動

生物多様性・生態系研究基金へのご寄付

2023 年 3 月、マイルド産業株式会社
様より生物多様性・生態系研究基金（※）
へご寄付をいただきました。今後、当セ
ンターの研究活動に役立ててまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都大
学基金の中の生態学研究センターが設置
したプロジェクト支援基金です。法人税法、
所得税法による税制上の優遇措置が受け
られます。詳細は
https://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/
contribution/biodiversity/
をご覧ください。

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

MARTINEZ-NUNEZ Carlos
アグロスコープ・博士研究員
期間：2022年4月8日～2022年8月7日
研究テーマ：植物ー送粉者ネットワークにおける時間的安定
性に寄与するプロセスの解明

GRUMBACH, Janna Carolin 
オスナブリュック大学・博士後期課程
期間：2022年7月3日～2022年9月29日
研究テーマ：SDGs実現に向けた人間活動と生態系の相互作
用に関する理論的研究

MILLER, Evan Arlen Sherman
テキサス大学　サン・アントニオ校・博士課程学生
期間：2022年6月17日～2023年8月17日
研究テーマ：南九州のニホンザル生息地の過去の環境の分析

2022年度　博士・修士学位取得者と論文タイトル

センターニュースメール配信登録のお願い


